
生体から脳間質液中のタウシードを回収する方法

発明のポイント

・マイクロダイアリシス法を用いて生きたマウスの脳間質液からタウシードを回収する
方法

・脳間質液内のタウシードの量の時系変化を追えるようになったことで、アルツハイ
マー病等神経変性疾患の創薬シーズの探索を可能にする。
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タウシード

タウシード

タウタンパク質の凝集体。細胞外のタウシードの量は伝播の指標となる。

生きたマウスの脳間質液中のタウシードを回収できるようになる
→ タウシードが蓄積することにより進行する病気の進行を把握できる

＜Sathish Kumar and Jochen Walter Aging 2011, Takeda Frontiesr in Neuroscience 2019＞

R-0012



回収方法

＜方法＞
1. マウスの頭蓋骨に穴をあけ、孔型

が3MDa cut-offのプローブを挿入
2. 流速0.1uL/minでBSA濃度0.5%の灌流

液を流し、脳間質液（ISF）サンプ
ルを回収

3. タウバイオセンサー細胞を用いて
タウシードを検出

0.1l/min
0.1l/min

3MDa probe

0.5% BSA/aCSF

＜結果＞
タウシードの形成が進んでいる１２ヶ月齢
のマウスにおいて、従来法ではタウシード
が検出されなかった一方、本実施形態の方
法ではタウシードが検出された。
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